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審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

水平面無指向性で実用的なアンテナであるスリーブアンテナは，同軸線路の外

部導体に流れる漏れ電流を抑制するためにチョークが取り付けられる。しかし，

スリーブアンテナにチョークをつけると長さが半波長必要であり，特に低い周波

数で利用する場合，アンテナが大きくなるという課題がある。またチョークは動

作周波数が狭帯域であるという問題がある。右手 /左手系複合伝送線路（CRLH TL）

は直列と並列にインダクタンスとキャパシタンスをそれぞれ持った回路が周期的

に配列された伝送線路であり，回路定数を適切に与えることにより負の位相定数

や，伝達しない領域（電磁バンドギャップ）を実現できるという特長がある。筆

者はこの CRLH TL の柔軟な伝送特性をスリーブアンテナに応用し，スリーブア

ンテナの小型化および広帯域化を実現できる構造に関して研究している。  
具体的には，CRLH TL をチョークに適用して従来の 4 分の１の物理長のチョー

クを実現するとともに，その動作メカニズムを明らかにし，電磁界分布を考慮し

た動作領域を含めると，実質的には３分の２の小形化効果にとどまることを示し

た。また放射素子およびチョークの両方を CRLH TL で構成する小形スリーブア

ンテナの設計法として，固有モード解析に基づく共振次数を用いる手法を提案し，

高次の左手系共振を用いて設計することで，これまで報告されているアンテナよ

りも下限 Q 値に近い構造を実現できることを示した。チョークの広帯域化に関し

ては，CRLH TL の電磁バンドギャップ領域を用いてチョークを設計することで，

広帯域なチョークを実現できることを示した。また放射素子の広帯域化を実現す

る素子構造として，モノポールの頂部に平板を装荷するとともに寄生素子を配置



した構造を提案し，105%の入力帯域を有するとともに，高い周波数帯においても

８の字指向性を有するアンテナを実現した。  
 以上により，本研究では CRLH TL をスリーブアンテナの素子およびチョーク

に適用することによる小形化の効果・設計法，および広帯域なチョークの実現法・

適用効果について数値解析および実験により明らかにした。これらの知見は，電

磁界測定用アンテナなど汎用性の高いスリーブアンテナの適用範囲をさらに広げ

る可能性を有するとともに，固有モード解析を利用した設計手法は，本アンテナ

のみならず他の共振型アンテナへの適用が期待され，今後のアンテナ設計におい

て大きな意義を有するものである。よって，学術的価値は高く博士（工学）とし

て合格と判断した。  


